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BEMSBEMSとはとは

BEMS (ビル･エネルギー管理システム)
– Building and Energy Management System

BEEMS (ビル･環境･エネルギー管理システム)
– Building, Environment and Energy Management 

System 
BA(ビルオートメーション)
– Building Automation

BACS(ビルオートメーション･制御システム)
– Building Automation and Control Systems



ＢＥＭＳの構成と階層ＢＥＭＳの構成と階層



                                基本BEMS
      +                        拡張BEMS
      +     　+               高級BEMS
      +       +  　    +       統合化BEMS

オフィス
オートメーション

防災制御

防
災
セ
ン
タ
ー

排煙系
空調・換気系
消化系
昇降機
電源系

防犯管理
最適化制御

CRT、ハードコピー、タイプ

環境状態値
機器運転状況

フィードバック
フィードフォワード

調節制御

各種制御

計画制御

駐車場管理
昇降機管理
特定業務管理
   ホテルシステ
ム
   病院システム

スケジュール発
停
シーケンス制御
遠隔発停

モニタ モニタ

防災防犯監視 各種状態監視
環境情報
機器運転情報
（表示・警報・日報・
システム状態）
各種維持管理状態状態監視

防災情報

ＳＣＣ

ＤＤＣ入室管理

経営管理
費用計算（光熱、テナント料）
不動産管理（建物、機器、図面、備品）
貸室管理
人事管理（出退勤）
安全管理

維持管理 清掃管理

エネルギー・機器効率
予防保全
施設管理
    機器台帳
    故障・修繕記録

建物群管理
他建物群の管理・制御

ＴＳ 電話・情報 ＯＡ

テレフォン
サービス

電話課金
個別制御利用
（空調・照明）
会議システムＦＭ

ファシリティー
マネージメント

データ採取 ・ データ入力 ・ 制御シーケンス ・ 制御アルゴリズム ・ 作表作図フォーマット ・ 知識データベース①データベース
　／マンマシン

②監視部 ③制御部 ④管理部

⑤情報部

⑥群管理部



省エネルギー省エネルギーの意義の意義

省
反

察 約
エ
ネ
ル
ギ
ー

自然エネルギ利用

エネルギリサイクル

適切な評価システム

不要不急需要抑制
最適化の思想

人間性の保持

維持管理･モラル

エネルギ消費形態

地球環境汚染

地域環境

エネルギ資源有限性

システム高効率化



エネルギー管理の規制と制度エネルギー管理の規制と制度

省エネ法
・エネルギ管理士(工場のみ) 
・エネルギー管理員(一部ビルも)
・建築主の判断基準(PAL/CEC)

管理指標としてのPAL/CECの

適性
・実績からの立証が極めて困難
・義務づけ制度の不在



ビルエネルギー管理への動向ビルエネルギー管理への動向

データ収集･分析
・学会･大学･管理協会･調査機関

BEMS調査･研究(IEA/Annex･学協会）

ビル管理関連資格制定

・環境衛生・建築設備検査(国家資格)
・設備診断･総合管理技術者(協会資格)

エネルギー管理者資格制定の動向

性能診断･故障診断の研究活動

BEMS設置･コミッショニング推進の趨勢



将来のビル設備管理技術者像将来のビル設備管理技術者像

職業的誇り･価値観の醸成
高度な技術分野､設計分野と対等

若･壮年層への魅力ある職場
定年前後の専門職再就職の
場としての活用

専門的訓練､教育システムと結合
ファシリティーマネージ部門、
ビル管理者への強い権限付与



BEMSBEMS活用ビル管理によるビルシス活用ビル管理によるビルシス

テムの省エネルギー性の検証と向上テムの省エネルギー性の検証と向上

レトロコミッッショニングの早急な展開
政策的展開の必要性
– ビル管理技術者の大掛かりな養成とレトロコミッ

ショニングに対する補助金政策または国家事業
– 民生省エネの定量的国家目標の設定

定年引退エキスパートの講師活用
実年･若年失業者への教育と職場提供
コミッショニング職能資格の国家認定

– 大学建築等教育での保守管理・マネージメントコー
スの充実

ビル設備に対するトップランナー方式の導入
– (エネルギーと室内環境の両面評価)



National Project: Rebuild AmericaNational Project: Rebuild America
連邦ビルのコミッショニングにより2005年までに

1985年レベルから３０％エネルギー消費量を削減

1992年エネルギー施策条例,1994年施行令

協力体制の組織化
ベースラインと可能性を確立

高価神話の追放
オーナーの認識高揚

高品質な性能検証業務推進
Continuous Commissioningの重視



Continuous Commissioning / Continuous Commissioning / Rebuild AmericaRebuild America
Texas A&M University System Texas A&M University System 実績例実績例 (NCBC 1998)(NCBC 1998)



エネルギー管理エネルギー管理

原単位管理(Mcal/m2年、Mcal/m2年）

システムＣＯＰ

サブシステムのＣＯＰ

– 例１:熱源システムのＣＯＰ

– 例2：空気搬送系のＣＯＰ（ＡＴＦ）

エネルギー消費係数ε

要素機器のＣＯＰ

– 例１:冷凍機のＣＯＰ

– 例2：ボイラ効率



エネルギー管理項目と収集データの種類、収集
間隔及び集計期間の例

 

管理項目 収集データ 判定基準値 
収集
間隔 

集計
期間 

建物全体
のｴﾈﾙｷﾞｰ
消費量 

･ｴﾈﾙｷﾞｰ料金請求書に記
載されているｴﾈﾙｷﾞｰ消
費量（電力量、ｶﾞｽ量、
灯油量等） 

年間１次ｴﾈﾙｷﾞｰ
消費量 月 年 

冷凍機全
体のｴﾈﾙｷﾞ
ｰ消費量 

･各冷凍機のｴﾈﾙｷﾞｰ消費
量（電力量、ｶﾞｽ量、灯
油量等） 

冷凍機合計の 
年間１次ｴﾈﾙｷﾞｰ
消費量 

時間 冷房期 

冷凍機全
体の期間
平均ＣＯ
Ｐ 

･冷水二次側往還温度 
･冷水二次側流量 
･各冷凍機のｴﾈﾙｷﾞｰ消費
量 

冷凍機全体の 
期間平均ＣＯＰ 

時間 冷房期 

冷凍機単
体の運転
効率 

･冷凍機冷水出口温度 
･冷凍機冷水入口温度 
･冷凍機冷水流量 
･冷凍機のｴﾈﾙｷﾞｰ消費量 

冷凍機性能曲線 １０分 時間 



ヘッダー間差圧

負荷側送水ヘッダー温度

PCH-13
負荷側流量

還水温度

還水ヘッダー温度

熱交換器

R-1

PCH-10

PCH-11

膨張タンク
（密閉）

MM

熱交換器2次側往温度

PCH-12

冷凍機出口温度

蓄熱槽内温度

冷凍機入口温度

空冷ヒートポンプチラー

熱交換器二次側流量

熱交換器一次側流量

連通管

Yビル



１０月１４日Ｒ－１能力
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R-1冷水系統冷水瞬時熱量

R-1冷水系統冷水瞬時熱量(定格）

R-1冷水系統瞬時流量

R-1冷水系統瞬時流量（定格）

５８．６Kw （冷房）    １０％の余裕
１２０l/min               １５％の余裕

機器能力の確認機器能力の確認（Ｒ－１、ＰＣＨ－１０）（Ｒ－１、ＰＣＨ－１０）

１０分瞬時ﾃﾞｰﾀ



R - 1 能 力 特 性 ( U W Y J 7 5 0 B 資 料 )

2 1 0

2 2 0

2 3 0

2 4 0

2 5 0

2 6 0

2 7 0

2 8 0

2 9 0

3 0 0

2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0

M
J
/
ｈ

出 口 温 度 5 ℃

出 口 温 度 7 ℃

出 口 温 度 9 ℃

出 口 温 度 1 1 ℃

出 口 温 度 1 3 ℃

R-1能力　7月8日～7月22日

170

180
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200

210

220

230

240

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

出口温度6℃以
下

出口温度6℃～
8℃

出口温度8℃～
10℃

出口温度10℃～
12℃

12℃以上

＊起動後10分の
データは除外

メーカーの性能線図

チラー性能
実績

設計仕様(冷房)
35℃/5℃： ５6ｋW
納入性能：64kW（59ｋW)
実績性能：50kW

外気温度は吸込み温度そのものではない.

外気温度

MJ/h

特性表記載性能

試験成績記載性能



2 月 1 3 日 ( 火 ) 　 A C - 2 E 給 気 温 度 制 御
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4 0 A C - 2 E 1  給 気 I N V 表 示

A C - 2 E 1  還 気 I N V 表 示

A C - 2 E 1  冷 温 水 弁 表 示

A C - 2 E 1  給 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  外 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  排 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  室 内 内 壁 湿 度

A C - 2 E 1  室 内 湿 度 S P

A C - 2 E 1  空 調 機

A C - 2 E 1  給 気 温 度

A C - 2 E 1  給 気 温 度 S P

A C - 2 E 1  還 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  加 湿 弁 表 示

2 月 1 4 日 ( 水 ) 　 A C - 2 E 給 気 温 度 制 御
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A C - 2 E 1  給 気 I N V 表 示

A C - 2 E 1  還 気 I N V 表 示

A C - 2 E 1  冷 温 水 弁 表 示

A C - 2 E 1  給 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  外 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  排 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  室 内 内 壁 湿 度

A C - 2 E 1  室 内 湿 度 S P

A C - 2 E 1  空 調 機

A C - 2 E 1  給 気 温 度

A C - 2 E 1  給 気 温 度 S P

A C - 2 E 1  還 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  加 湿 弁 表 示

2 月 1 5 日 ( 木 ) 　 A C - 2 E 給 気 温 度 制 御
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A C - 2 E 1  給 気 I N V 表 示

A C - 2 E 1  還 気 I N V 表 示

A C - 2 E 1  冷 温 水 弁 表 示

A C - 2 E 1  給 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  外 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  排 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  室 内 内 壁 湿 度

A C - 2 E 1  室 内 湿 度 S P

A C - 2 E 1  空 調 機

A C - 2 E 1  給 気 温 度

A C - 2 E 1  給 気 温 度 S P

A C - 2 E 1  還 気 ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ 表 示

A C - 2 E 1  加 湿 弁 表 示

2 月 1 6 日 ( 金 ) 　 A C - 2 E 給 気 温 度 制 御

室 温 S P の 動 き は 妥 当 か ?

加 湿 の 影 響 が 消 え 安 定 制
御 ､ 給 気 S P が 妥 当

パ ラ メ ー タ ー 調 整 要 す

I N V と 給 気 I N V と の 関 係 ？

室 温 S P は 妥 当 か ? 高 す ぎ
る た め に ハ ン チ ン グ す る

時 点 で コ イ ル 能 力 不

給
気
温
度
制
御
と
過
湿
応
答
特
性
に
係
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
転
制
御
法



3月16日(金)　AC-2E1外冷時室温制御
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AC-2E1 室内内壁湿度

AC-2E1 室内湿度SP

AC-2E1 給気INV表示

AC-2E1 還気INV表示

AC-2E1 冷温水弁表示

AC-2E1 給気ﾀ゙ﾝﾊﾟ表示

AC-2E1 外気ﾀ゙ﾝﾊﾟ表示

AC-2E1 還気ﾀ゙ﾝﾊﾟ表示

AC-2E1 排気ﾀ゙ﾝﾊﾟ表示

外気湿度

AC-2E1 空調機

AC-2E1 外気冷房中

AC-2E1 室内内壁温度

AC-2E1 室内丸柱温度

AC-2E1 室内暖房温度SP

外気温度

外気露点温度

外気温低温にて負荷中
庸､ハンチング無し.送水
温度もほぼ妥当.

外気冷房特性
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制御ﾀﾞﾝﾊﾟ大周期変動

外気湿度



温湿度環境（空気線図表示２Ｅ）温湿度環境（空気線図表示２Ｅ）

１０分瞬時ﾃﾞｰﾀ



事 務 棟 熱 量
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蓄熱診断結果の要点蓄熱診断結果の要点
プロフィル交叉･波打ち

・熱源吸込み三方弁フォルト

プロフィル平坦化
・VWV系二方弁フォルト
・(吸込み三方弁フォルト)
・CWV系定温送水三方弁フォルト

夜間シフト不足
・運転スケジュール設定不全
・負荷予測ミス

蓄熱容量不足
・チラー容量制御動作・設定不良
・設計ミス(蓄熱槽効率不良)
・FCU系(CWV小温度差)の影響



7/22～7/28の運転状況により  
 

 

 

 
 

 

 

　

蓄熱量計算、7/25(水)
外気条件max33.4℃露点温度25.2℃、WB27.2℃、ほぼ設計条件に近い
夜間10時間蓄熱量(温度プロフィルより) (夜間負荷無し)
・蓄熱槽容量：基準60m3水位補正60*2/1.9=63.2m3
・一槽あたり63.2/8=7.9m3(両端の槽は半量)

設計蓄熱量に対して70%しか能力が発揮できていない
　　　(設計蓄熱量Qdes=15USRT*3*10=450Mcal)

Qs={(13.1-5)*0.5+(18.5-5.3)+(18.6-
9.7)+(18.5-13.5)+(18.6-15.8)+(18.8-
17)+(18.5-17.1)+(18-17)+(16.8-

7月22日(日)～23日(月)　温度プロフィール蓄熱
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7月23日(月)～24日(火)　温度プロフィール蓄熱

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

蓄
熱

槽
１

蓄
熱

槽
２

蓄
熱

槽
３

蓄
熱

槽
４

蓄
熱

槽
５

蓄
熱

槽
６

蓄
熱

槽
７

蓄
熱

槽
８

蓄
熱

槽
９

2001/7/23 20:00

2001/7/23 22:00

2001/7/24 0:00

2001/7/24 2:00

2001/7/24 4:00

2001/7/24 6:00

2001/7/24 8:00

7月24日(火)～25日(水)　温度プロフィール蓄熱
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7月23日(月)温度プロフィール　放熱
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7月24日(火)温度プロフィール　放熱
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7月25日(水)温度プロフィール　放熱
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１．22～23日の蓄熱運転状況は正常といってっよい理想的には
蓄熱温度minはやや低くして蓄熱量を増やせることがとくに夏ピー
クにおいて望ましい(熱源on-off制御の調整が必要).
２．23日放熱運転は負荷過大のために過放熱となっている(低温
槽温度が12℃近くまで上がっている)これはチラー能力が負荷に
対して不足のために追従運転による蓄熱が追いつかないからで
ある.理想的には図中の点線のプロフィルとなるべきである.

3．前日から引き続く過負荷のために、夜間蓄熱の不足、中間の
過放熱が２３～２５日と激しくなっている.
２．加えて、外気小9ん上昇によるチラー能力の低減により蓄熱
性能自体が低下、一方、放熱時においても冷水温度上昇のため
に十分な空調が出来ずに除去熱量の低下を来たしている。これ
は必然的に室温上昇、室内湿度の上昇による不快感を来たして
いる可能性がある.
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制御フォルトの例
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Normal Fault-1, 一次側三方弁 Fault-2, ニ次側ニ方弁
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 非蓄熱システム 

3～4℃ 6℃ 11℃ 

定格温度差 
5℃(例) 

温度 

容 量 制 御 
温度設定値 

凍 結 防 止 
温度設定値 

蓄熱システム 

6℃ 11℃ 

定格温度差 
5℃(例) 

温度 
3～4℃ 2～3℃ 

5℃ 10℃ 
どちらかで熱源機を
停止する。 

容 量 制 御 
温度設定値 

凍 結 防 止 
温度設定値 

（始端槽） （終端槽） 



ＢＥＭＳによる適正管理を可能にすＢＥＭＳによる適正管理を可能にす
るための自動制御設計図の記載法るための自動制御設計図の記載法

制御の因果関係をフローチャート､ダイア
グラム､および言葉で明記

制御動作や設定スケジュールなどを図で
明示

年間における設定値と運転許容偏差(性
能)を明記

性能評価する責任範囲を明記





VAV温度制御実行

最大のVAV開度＞最大設定

最小のVAV開度＜最小設定

Yes

Yes

No

No
最小のVAV開度＜最小設定

給気温度
-0.5℃

給気ファン回転数
5%アップ

Yes

No

① 室温ＶＡＶ制御

② 給気設定温度リセット／③ファン回転数制御

給気温度
+0.5℃

給気ファン回転数
5%ダウン

start

次のtime stepへ

外気冷房許可（中央）

Yes

C/C弁全閉

Yes

No

I(Toa)<I(Tra)

Yes

No

Doa(1)，Dea(1) 全閉
Doa(2)，Dea(2) 全開
Doa(3)，Dea(3) 全開

Draﾀﾞﾝﾊﾟ全閉
C/C弁PID制御

⑤ 外気冷房制御

Doa(1)，Dea(1) 全閉
Doa(2)，Dea(2) 全開

Doa(3),Oea(3)と
DraダンパのPID制御

Doa,Dea(3)全閉
No

Yes

Doa,Oea(1)と(2)ダンパ
のPID制御

Doa(1),Dea(1)全開
Doa(2),Dea(2)全閉

No

Yes

外気取入れ量
5%ダウン

Doa(1)，Dea(1) 全開
Doa(2)，Dea(2) 全閉
Doa(3)，Dea(3) 全閉

C/C弁PID制御

Yes

PH/C弁のPID制御

Tsa＜給気設定温度

Yes

No

CO2濃度＜1,000ppm
No

CO2濃度＜1,000ppm

No
Yes

次のtime stepへ

Tsa＜給気設定温度

Yes
No

外気取入れ量
5%アップ

外気取入れ量
5%アップ

外気取入れ量
5%ダウン

⑧　CO2デマンド制御

設計最小外気量運転

エンタルピ判断

全外気量運転

最適外気量運転

全熱交換器バイ
パス制御運転

⑥ 全熱交換器バイパス制御

⑦ 外気予熱制御

①室温VAV制御
設定温度と現在室温の偏差により、VAV開度を比例制御する。

②給気温度リセット／③ 風量制御
系統内の各VAVの状態を監視し、各VAVの最大開度（遠隔設定可）と最小開度（遠
隔設定可）の開度状態により、給気温度とファン回転数をフローチャートのように
自動変更する。

④室内圧バランス制御
室内の静圧を検知して、レタンダンパの開度をフローティング制御する。

⑤外気冷房制御／⑥ 全熱交換器バイパス制御／⑦ 外気予熱制御／⑧
ＣＯ2デマンド制御

外気冷房が中央で許可されているときに外気エンタルピI(Toa)が還気エンタルピ
I(Tra)より低い場合には、目標の給気温度(Tsp)となるように外気取入れ量を最大と
したうえ、冷水2方弁をPID制御する。。
さらに外気温度が低い場合には冷水2方弁が全閉となった場合は、還気空気を必要
量混合させて所定の給気温度を維持する。この時冷水2方弁は開かないようにする。
さらに外気温度が低い場合には、外気取入れバイパスダンパDoa(3),Dea(3)が全閉と
なり最小外気量となるが、その場合は全熱交換器のバイパス制御にて給気温度を補
償する。
さらに外気温が低くなり、最小外気量が全量全熱交換器を経由する場合でも所定の
給気温度が維持できないときには、ＣＯ2濃度が維持できるまで外気取入れ量を減少
させ、それでも満足しない場合に初めて予熱弁にて加熱することとする。
エンタルピ判断により外気冷房が有効でない場合は、最小外気量運転とする。

V
A

V
開

度
 

室内温度 設定温度 

最小開度 

最大開度 





動作説明
①冷水発生モードにおける熱源機冷水出口温度制御
手動にて設定された冷水出口温度（蓄熱温度）［SP=5～7℃］を確保するようにヒートポンプの入口温度をカスケード制御する。(注:最適温度設定するときは別途フ
ローを記述のこと。4.3.7(1)b)参照)
②ヒートポンプ等発停制御

・起動：タイムスケジュール(夜間蓄熱･電力ピークカットなどの発停許容条件設定)、ならびに負荷予測(天気予報と負荷履歴の学習モデルを用いる。
予測計算は予測時刻より24時間分行う)と蓄熱量推定とからなる最適起動停止ルーチンによりヒートポンプを自動起動する(4.3.7(2)a)b)c))を参照し
て設計意図が伝わるようにフローチャートで動作説明をする)。

・停止：タイムスケジュールまたは、満蓄熱の場合は冷水出口または温度が所定の温度まで降下したとき、追従運転時は負荷予測と蓄熱量推定とから最適停止ルーチンにより
自動停止する(詳細フローチャートを4.3.7(2)a)b)c)を参照して記述し動作説明をする）。
・熱源機が熱回収モードで冷水・温水同時発生動作時は卓越する負荷側のモードで制御する。

※ ヒートポンプの容量制御：高効率運転のため、容量制御は出口温度による圧縮機の容量制御は行わず、定格電流制御(全入力運転制御)とす
る。図4.4.5左下図の蓄熱システムの設定例を参照。

③温水発生モードにおける熱源機温水出口温度制御
凝縮器出口温水側に挿入された温度センサーの信号により、蓄熱槽低温側と高温側の水を三方弁にて混合し、予め手動で設定された温水出口温度（蓄熱温度）［SP=45
～47℃］を確保するようにヒートポンプの入口温度をカスケード制御する。 (注:最適温度設定するときは別途フローを記述のこと、4.3.7(1)b)参照)
④冷却塔制御

・蓄熱･放熱切替制御：熱回収運転時、温熱が満蓄し、なおかつ冷熱不足の場合は引き続きチラーモードで運転するために冷却塔回路を運転し放熱す
る。以後の最適停止は②による。

・冷却塔出口温度制御：冷却塔出口温度を冷凍機冷却水入口許容最低温度［例:SP=20℃］以上に維持するためにバイパス3方弁制御(P動作)を行う。
・エコノマイザー(冷却塔ファン回転数)制御：冷却塔ファン低速運転時と定格運転時の冷却水出口水温によるチラーのCOP向上による省エネルギー効果とファン動力の省エネル
ギー効果を加算比較して最小エネルギーになるように冷却塔ファンの最適回転数制御を行う。

⑤熱交換器出口温度制御
熱交換器一次側温度差を最大に（流量を必要最小限に）するよう二次側送水温度が一定になるように一次側流量を二方弁にて制御する。

⑥定流量系統における還水温度補償用定温送水制御
蓄熱槽効率を高く保持するために、定流量系統の冷水（温水）還水温度が低下（上昇）
しないように冷水（温水）二次側送水温度を必要最高（最低）限度に手動でリセット
した設定温度にて三方弁制御をする。(注:最適温度設定するときは別途フローを記述の
こと、4.3.7(1)b)参照)
⑦開放系統における圧力調整及び落水防止制御

・圧力制御：還水管の底部にて、還水圧力の変動を吸収する圧力調整弁を設ける。
・落水防止制御：開放系回路の水を保持するため、ポンプ停止前に弁を閉止し、起動後に開放とする。

⑧変流量系統二次ポンプ流量圧力制御
二次側の搬送動力を必要最小とするため、二次側流量によりポンプ揚程を変動させながら、
二次ポンプ（定速ポンプ２台＋可変ポンプ１台）の台数制御及び回転数制御を行う。系統
末端部の2方弁（または2方弁＋コイルの全開定格最大流量時）差圧を確保するように、
各台数運転において変流量機が負荷変動を吸収して回転数制御、制御不能（偏差がリミ
ット値以上）となった段階で定流量ポンプを増減段して台数制御を行う。台数増減段時
の偏差解消は回転数制御により、台数発停のハンチング防止を考慮することとする。
図4.4.5左下図の二次側ポンプＱ－Ｈ線図の設定例を参照。
⑨小流量時の過熱防止制御
上記系統の小流量時にポンプの過熱防止および二次側送水圧力維持、ポンプ最低送水量
確保のため、二方弁を開き過熱しない程度の流量を確保する。
⑩室温制御
室内サーモスタットによる二方弁流量制御を行う。
⑪ＢＥＭＳによる演算制御・操作・監視

（ 参
考）
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BEMSBEMS活用ビル管理によるビルシス活用ビル管理によるビルシス

テムの省エネルギー性の検証と向上テムの省エネルギー性の検証と向上

レトロコミッッショニングの早急な展開
政策的展開の必要性
– ビル管理技術者の大掛かりな養成とレトロコミッ

ショニングに対する補助金政策または国家事業
– 民生省エネの定量的国家目標の設定

定年引退エキスパートの講師活用
実年･若年失業者への教育と職場提供
コミッショニング職能資格の国家認定

– 大学建築等教育での保守管理・マネージメントコー
スの充実

ビル設備に対するトップランナー方式の導入
– (エネルギーと室内環境の両面評価)


